
給付金から生まれたDX化の種 ～まずは自分たちのために～（群馬県太田市）

令和３年度から繰り返される子育て世帯を対象とした給付金の支給。
たった１回の給付金のために相当な労力が必要となるなか、早く、正確に、自
由に支給事務を行うべくDX化を推進し、そこで得たスキルを他業務へ展開。
電子申請、ＯＣＲ、RPA、ＳＭＳ通知などを活用したDX化で、時間外勤務の
減少と市民サービスの向上を実現。

担当 こども課
取組概要

人口222,518人（R6.1.1現在）

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

改善内容②

改善内容①

（別添 概要版（エントリーシート添付資料））

〇給付金事務の効率化による早期支給
〇職員の意識とスキルの向上により他事務へ展開
〇他事務への展開による市民サービスの向上と
大幅な時間外削減（令和３年比較 90％の減）

〇電子申請を前提として事業工程
の全てを一新。
〇電子申請を「申請」で終わりに
しない。
〇一過性の試みで終わらせない。

取組の効果

〇DX化は手段。目的は職員の意
識と仕事の構造を変えること。
〇「DX化」に踊らされず、市民
をおいていかない事業選択を。

創意・工夫した点 他団体へのアドバイス


